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地区防災計画（骨子）
■　今計画（骨子）作成の趣旨
　　自主防災会（区）の防災上の特性を把握し、災害発生時の主要な行動、特に初動に
　関する準拠について示すもの。
※　本来、地区防災計画は平常時、災害警戒時、復旧・復興時の各段階毎に詳細に作成
　するものであるが、まずは、災害発生時の初動に焦点を当てて簡潔（定型にあてはめ
　て）に作成し、逐次内容を掘り下げ、拡充していく。
	（　　　　　　　　　　　　　　）　　　　区の特性
	想定される災害
	該当
（〇×）
災害種類
災　害　概　要
〇
洪水（浸水）
■　黄瀬川・大柄沢川の想定浸水区域
【浸水深】
川沿い：5.0m以上、3.0～5.0m未満
  その他：3m未満
×
土砂災害
〇
富士山噴火
■　火口位置及びラインにより、最短
黄瀬川沿い（6～12hで溶岩流到達）
その他



	
	危険個所
（写真等貼付）
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■　黄瀬川、大柄沢川沿い
の護岸及び用水路等

	
	人　口
世帯数
	■　区人口（　　　　　）人　男×（　　）人、女×（　　）人
■　世帯数　（　　　　　）世帯

	
	要配慮者
情　報
	■　個別計画作成者数　：　（　　　　　）人

　□　高齢者
　□　障がい者
■　外国人情報


	
	その他
共有すべき
情報
	
■　区の避難（集合場所）等　
□　場所　：　
　 □　鍵の保管者
　（正）：（　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　
　（副）：（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
■　指定避難所（広域避難地）
　【一般避難所】（地震・その他災害）　 ：　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（風水、土石流等）　　： （　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　【福祉避難所（近傍）】　：　（　　　　　　　　　　　　　　　　）
■　近傍の救護所　：　（　　　　　　　　　　　　　　　　）


	区集合場所の状況等
※　施設
　　備蓄資材
等

	

	区集合場所
から
広域避難地
等への経路
	

	その他
	


	自主防災
の体制
（体制図）
一　例　
	
副区長
氏名
住所
電話
氏名
住所
電話
情報・啓発班
班長
班員
救出・救助班
班長
班員
消防・生活班
班長
班員


　　　　　　　　

衛生・救助班
班長
班員
区　長
氏名
住所
電話

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
自主防災会長
氏名
住所
電話
　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　
要配慮者班
班長
班員
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　


避難誘導班
班長
班員
　　　　　　　　　　　

安全点検・防犯班
班長
班員



■　災害時・平常時の役割（記載例）
	役職・班の役割
	災害時
	平常時

	区長
	・自主防災活動の指揮
・自主防災本部の運営
	・組織の代表としての各班の総括

	副区長
	・会長の補佐・代理
・区避難所の立ち上げ
	・会長の補佐・代理

	防災会長

	・自主防災本部の設置
・避難行動要支援者リ
スト、安否確認票準備
・市指定避難所運営本部への参加
	・防災訓練の計画
・自主防災組織編制表の作成
・安否確認台帳の作成
・防災資機材整備計画の作成

	情報・啓発班
	・被害情報の把握・伝達
・市災害本部からの情報収集
・避難所運営本部との連絡調整
・市災害策本部（広域避難地班）へ被害状況報告
	・防災知識の普及・啓発
・自主防災活動の情報収集
・安否確認の啓発

	消火・生活班
	・出火場所の確認
・消火活動人員の割振り・指示
・消防署への連絡
・炊き出し及び食料の調達
・飲料水・生活必需品の調達
・在宅避難者の支援
	・消火器・可搬ポンプ使用法の指導（マニュアル作成）
・消火訓練の実施
・非常持出品の広報啓発
・炊き出し用具の備蓄

	救出・救助班
	・要救助者の確認
・救出人員の割振り・指示
	・救出用資機材の調達・整備
・救助技術の習得
・救出・救助訓練の実施

	衛生・救護班
	・搬送人員の割振り
・重症者・中等傷者の搬送
・軽症者の応急処置
・食中毒・伝染病の予防
・し尿処理対策の実施
・ごみ収集所の管理
	・応急手当や衛生知識の普及
・トイレ対策の啓発
・ごみ対策の検討

	避難誘導班
	・避難誘導の指揮
・安否確認情報の収集
・安否不明者のとりまとめ
・在宅避難者の把握
	・集会所・危険箇所等の安全
点検
・避難訓練の実施

	要配慮者班
	・要配慮者（高齢者、障がい者）の避難誘導
・要配慮者の安否確認の指揮
・要配慮者の把握
・要配慮者の避難行動支援
	・避難行動要支援者の確認
・個別計画の確認


	安全点検・防犯班
	・ブレーカー遮断の実施
・ガス等の消し忘れ防止の周知
・地域内の安全点検
・盗難等犯罪の防止
	・防災倉庫の防災資機材の管
理・点検
・地域内の巡回点検
・地域の危険物調査
・防犯訓練の実施


【災害時発生時の行動】
■　地震発生時
	災害発生時の行動(基準)　
	
















	班　名
	発災直後～数時間
	発災当日～
3日程度
	3日～
1週間程度
	１週間以降

	区長
(副区長)
	○自主防災活動の指揮
○災害対策本部の運営(会長の補佐・代理)

	防災会長
防災委員
	○会長の補佐、各班の統括
○災害対策本部の設置
○避難行動要支援者名簿の用意
○世帯台帳・人材台帳の用意
○市災害対策本部（広域避難地班）への被害報告
○避難所運営本部との連携

	情報・
啓発班
	○地域の被害状況の把握・伝達
○避難所運営本部との連絡調整
○市災害対策本部（広域避難地班）からの情報収集
○正確な情報提供によるデマ防止
○他自主防災組織との連絡調整・連携

	消火・
生活班
	○出火場所の確認
○消火活動人員の割振り、活動指示
○消防署への連絡
○炊き出し及び備蓄食料の調達
○飲料水・生活必需品等の調達・配分

	救出・
救助班
	○要救出者の確認
○救出人員の割振り・救出指示

	衛生・
救護班
	○搬送人員の割振り
○重傷者・中等症者の搬送
○軽症者の応急処置
○食中毒・伝染病の予防
○し尿処理対策の実施
○ごみの収集処分

	避難誘導班
	○避難誘導の指揮
○安否確認情報の収集
○安否不明者の取りまとめ・指示
○在宅避難者の把握

	要配慮者班
	○要配慮者(高齢者、障がい者)の避難誘導
○要配慮者の安否確認の指揮
○要配慮者の避難行動支援
○要配慮者の生活状況の把握

	安全点検・防犯班
	○ブレーカー遮断の実施・ガス等の消し忘れ防止
○地域内の安全点検
○盗難等防犯の防止


■　風水害時
	災害発生時の行動(基準)　
	◆　避難対象地区
浸水想定区域、土砂災害警戒区域　　※　ハザ－ドマップ参照
◆　避難情報伝達の流れ











◆　避難行動の種類
区　　　分
避難場所
説　　　明
立ち退き避難
（水平避難）

◆　親戚・知人宅
◆　公民館、学校等
◆　体育館等

●　その場を立ち退き、近隣の少しでも安全な場所に一時
的に避難すること

屋内安全確保
（垂直避難）

◆　自宅等の居場所
●　自宅などの居場所や安全
を確保できる場所に留まる
こと
◆　自宅の２階、居住
建物の高層階

●　切迫した状況において、外
への避難が危険な為、屋内の
２階以上に避難すること





	時間軸
	気象情報・避難情報
	自主防災組織の活動

	-72H
-48H
-24H
-12H
-6H
-3H
-2H
-1H
0H
	○台風の進路予報
◇大雨注意報、洪水注意報
◇大雨警報、洪水警報
【警戒レベル３】
避難準備・高齢者等避難開始
◇土砂災害警戒情報
【警戒レベル４】避難指示
【警戒レベル４】
避難指示（緊急）
◇大雨特別警報
【警戒レベル５】
災害発生情報
	●ハザードマップによる地域の危険個所の把握
●情報収集（テレビ、インターネットなど）
●早めに災害に備えるよう周知を図る
●連絡体制の確保（町内会・組長・住民）
・自治会長から組長等へ連絡
・自主防災組織内の連絡　
・土のう等の準備
●避難行動要支援者への対応
・組長を通じた避難行動要支援者への声かけ、避難の意思確認
●自主防災本部の役員参集
●一時避難所（公民館）の開設準備
・住民の受入れ準備
・市から自治会会長あてに避難情報の入電
●近隣（組長等）への呼びかけ
・近所への声かけや避難　
・近所の行動を確認
●避難行動要支援者の避難行動支援
●一時避難所（公民館）の運営
・避難者の受入れ、対応
●指定避難所（小中学校・高校他）の運営
・広域避難地班（市職員）、施設管理者等と連携し、避難者への対応及び受入れ等　
・簡易無線等による情報共有
●地域の水防活動
・消防団を中心に危険な場所や地域の見回り
●近隣の安否確認
・近所の相互確認　　
・各家の避難状況の確認
●自主防災組織による避難の判断や避難誘導


	
	気象情報・避難情報
解除後
	●一時避難場所（公民館）、広域避難所（小学校等）の閉鎖
・避難行動要支援者の支援
●町内の巡回
・被害箇所の確認
・市への報告
●災害対応の意見聴取、地区防災計画の修正


■　富士山火山噴火時
	災害発生時の行動(基準)　
	◆　避難開始基準（考え方）
火砕流と大きな噴石は、到達範囲が限定的だが、極めて速度が速いため噴火前の
避難、溶岩流は、想定火口範囲から広範囲に広がる可能性があるが、流下速度が比較的
遅いため、溶岩流が３時間を超えて到達する可能性のある範囲については、噴火開始後
の避難とし、溶岩流の流下状況に応じた段階的な避難とする。
◆　段階別の避難の流れ 　　　※　融雪型火山泥流は冠雪時のみ発生
【噴火前避難】◇噴火警戒レベルに基づき対応
区　分
火山現象
範　　囲
一般住民
避難行動要支援者
観光客・
登山者

噴火警戒
レベル３
溶岩流等

第１次避難対象エリア
（全方位）

避難
避難

避難・入山規制
噴火警戒
レベル４

溶岩流等

第２次避難対象エリア
（全方位）

避難準備
融雪型火山泥流
避難対象エリア（全方位）

噴火警戒
レベル５

溶岩流等
第１次避難対象エリア
（全方位）
避難
第２次避難対象エリア
（全方位）
避難
第３次避難対象エリア
（全方位）

避難準備
融雪型火山泥流
避難対象エリア（全方位）

避難

【噴火開始直後】 ◇火口位置に関する情報に応じて「必要なラインの避難」
火山現象
範　　囲
一般住民
避難行動要支援者
観光客・
登山者

溶岩流等

第１次避難対象エリア（全方位）

避難
避難

避難・
入山規制

第２次避難対象エリア（全方位）

第３次避難対象エリア（ライン）

第４次Ａ避難対象エリア（ライン）

避難準備

融雪型
火山泥流
避難対象エリア（必要な範囲）

避難
避難
避難・
入山規制

降　灰
降灰可能性マップにおける30Cm
以上の降灰想定範囲
避難準備
避難準備
避難準備
小さな噴石

影響想定範囲

屋内避難準備
【噴火開始後】　
◇　溶岩流の流下状況に応じた段階的な避難、溶岩流の噴出量や流下速度により避難範囲を決定
火山現象
範　　囲
一般住民
避難行動要支援者
観光客・
登山者

溶岩流等

第１次避難対象エリア（３ライン）

避難
避難

避難・
入山規制

第２次避難対象エリア（３ライン）

第３次避難対象エリア（３ライン）

第４次Ａ避難対象エリア（３ライン）
※当該エリアに流下の可能性有

避難

避難
避難・
入山規制

第４次Ｂ避難
対象エリア
（３ライン）

４次Ａ対象エリア流下の可能性

避難準備

避難
避難・
入山規制

４次Ｂ対象エリア流下の可能性

避難

―
―




	災害発生時の行動(基準)　
	◆　避難対象地区・対象者数

避難対象エリア
影響予想範囲
地区
対象者数

避難先

第１次避難
対象エリア

火口設定
十里木高原別荘地
（芙蓉森林地区）

32人

市民体育館

第２次避難
対象エリア

噴火直前・直後
須山４区、十里木高原別荘地（芙蓉森林地区除く）
694人
第３次避難
対象エリア

火口位置で溶岩流到達

～24h程
須山１・２・３・６区、下和田区
2,415人
東小・中、向田小、
深良小、生涯学習センタ－他

第４次Ａ避難
対象エリア

～1W程
富岡地区（下和田地区を除く。）石脇地区

15,112人

当初から、
市外避難

第４次Ｂ避難
対象エリア

～40日程

西地区（石脇地区を除く。）、
深良地区、東地区
33,951人

◆　避難の考え方
　◇　溶岩流等（火口形成、火砕流、大きな噴石、溶岩流）からの避難は、自家用車
による避難を基本
◇　避難先は、噴火前の全周避難の段階においては、市内黄瀬川以東の市民体育館・
学校等
　溶岩流が、裾野市街に影響する場合は、溶岩流の状況を見極め市外へ広域避難
【広域避難（市外）先】
〇　第３ライン単独の場合　　　　　　　　：　県東部の市町へ避難

〇　第３ラインを含む３ライン同時の場合　：　県西部の市町へ避難
◆　市民等への情報伝達・広報手段（突発的な噴火を除く。）
　　


【認識すべき事項（流れ）】
　
【救護所・避難所・市内病院等一覧】
	救護所・避難所・市内病院等一覧
	区　分
	施　設　名
	連絡先（住所・電話番号・FAX番号）

	
	救護所
	①南小学校
	伊豆島田806-5 ☎995-1373 📠995-1374

	
	
	②裾野高校
	佐野900-1　　　☎992-1125　📠992-1016

	
	
	③福祉保健会館
（医療救護対策調整所）
	石脇524-1    ☎992-5711  📠992-5733

	
	
	④須山地区研修セン
タ－
	須山587-4    ☎998-0955 📠998-0955

	
	一般避難所
◆広域避難地に併設する指定避難所（１番目に開設）
１１カ所
※その他
　１７カ所
	①西小学校
	佐野1143 　　　☎992-0138  📠992-3242

	
	
	②南小学校
	伊豆島田806-5 ☎995-1373 📠995-1374

	
	
	③裾野高校
	佐野900-1 　　　☎992-1125 📠992-1016

	
	
	④東小学校
	茶畑399 　　　　☎992-0049　📠992-1300

	
	
	⑤向田小学校
	茶畑1133     ☎993-7050  📠993-7051

	
	
	⑥深良小学校
	深良655 　　　　☎992-0242　📠992-2433

	
	
	⑦生涯学習センタ－
	深良655 　　　　☎992-0242 📠992-2433

	
	
	⑧富岡第一小学校
	御宿600 　　　　☎997-0343 📠997-1793

	
	
	⑨下和田区・呼子区
児童屋内体育施設
	下和田890     ☎997-1022 📠997-1092

	
	
	⑩千福が丘小学校
	千福が丘4-12-1 ☎993-8222📠993-8223

	
	
	⑪須山小学校
	須山165 　　　　　☎998-0021 📠998-0128

	
	福祉避難所
１３カ所
	①富岳一ノ瀬荘
	茶畑1707-3 　　☎993-8033📠993-8035

	
	
	②茶畑ヒルズ
	茶畑1428-1 　　☎995-0011 📠995-0021

	
	
	③あいの郷
	深良2929 　　　☎965-4123 📠965-4133

	
	
	④みしゅくケアセンタ－
　わか葉
	御宿14775 　　☎997-8181 📠997-8302

	
	
	⑤富岳ダイヤモンド
ライフ　すその
	須山2949 　　　☎965-1122 

	
	
	⑥さくらんぼ
	深良2373-1 　☎919-2096 　📠919-2096

	
	
	⑦みどり作業所
	石脇208-1 　　☎993-7560　 📠993-1127

	
	
	⑧（乳）西保育園
	佐野1154 　　　☎992-0216 　📠992-0216

	
	
	⑨（乳）東保育園
	茶畑504-1 　　☎992-0279 　📠992-0279

	
	
	⑩（乳）深良保育園
	深良1918 　　　☎992-2434 　📠992-2434

	
	
	⑪（乳）富岡保育園
	上ヶ田174-3 　☎997-2500　📠997-2500

	
	
	⑫（乳）北児童館（指管）
	御宿1619-1 　☎997-8400　　📠997-8400

	
	
	⑬（乳）須山幼稚園
	須山1588-1 　☎998-0096　 📠998-0854

	
	病　院
	①裾野赤十字病院
	住所・電話番号
	診療科目

	
	
	
	佐野713 
☎992-0008
	内・外・整・
脳神経・放射線
・リハ・小

	
	
	②医療法人社団榮紀会
　東名裾野病院
	御宿1472 
☎997-0200
	内・整・リハ・ひ


	救護所・避難所・市内病院等一覧
	区分
	施　設　名
	住所・電話番号
	診療科目

	
	一
般
診
療
所
	荒井内科クリニック
	久根537-2 ☎992-0811
	内

	
	
	穴吹整形外科クリニック
	伊豆島田831-1 
☎995-1010
	整・リハ・漢内

	
	
	いずみ内科クリニック
	茶畑607-5 ☎993-4760
	内・呼内・消内

	
	
	医療法人社団同愛会鈴木病院
	佐野1471-1 
☎993-0430
	内・外・胃内・肛外

	
	
	かやま産科婦人科医院
	岩波124-2 ☎997-3551
	産婦

	
	
	むらまつ眼科医院
	深良804-1 ☎993-8855
	眼

	
	
	大橋内科・小児科医院
	佐野932-1 ☎992-2800
	内・小・消内

	
	
	岡クリニック
	二ッ屋字広町140-1 
☎995-1188
	内・脳神外・
リハ

	
	
	ごとうレディースクリニック
	伊豆島田834-2 
☎992-7111
	産婦

	
	
	さくら胃腸科・外科
	御宿字宿頭328-2 
☎994-1008
	消内・消外

	
	
	スキップこどもクリニック
	茶畑34-1 ☎992-6303
	小

	
	
	杉山医院
	平松522 ☎992-0028
	内・小・循内
・消内

	
	
	裾野第一クリニック
	公文名303-7☎995-2255
	内

	
	
	清水館医院
	茶畑1365-2 
☎993-2323
	内・小・リハ
・放射線・呼内
・循内・消内・
ひ（透）

	
	
	田中クリニック
	伊豆島田810-7 
☎992-1881
	胃・外・こう

	
	
	原医院
	佐野1040 ☎992-1330
	内・精・心内
・皮

	
	
	いとう眼科クリニック
	佐野932-1 ☎946-6666
	眼

	
	
	遠藤医院
	葛山692-7 ☎997-0533
	内・外・皮・
ひ

	
	
	大坂屋クリニック
	佐野1082-17☎９95-3100
	内・消

	
	
	大庭内科・消化器科クリニック
	佐野105-1 ☎995-1123
	内・消

	
	
	おぐち医院
	深良480 　☎992-6611
	内・形・皮・
循内

	
	
	川田こどもクリニック
	伊豆島田834-4 
☎995-2001
	アレ・小

	
	
	込宮クリニック
	茶畑1502-1☎９92-8686
	整・リハ

	
	
	須山診療所
	須山570-1 ☎998-0006
	内・循・小・麻

	
	
	芹澤耳鼻咽喉科クリニック
	茶畑311-2 ☎993-8000
	耳

	
	
	高桑医院岩波診療所
	岩波92 ☎997-0486
	内・小・外・
リハ

	
	
	三須産婦人科医院
	佐野846 ☎993-0011
	産

	
	
	みつい眼科クリニック
	茶畑1499-1☎992-5555
	眼

	
	
	メディカルサポ－ト協栄
	深良1203 ☎997-2233
	内

	
	
	※　トヨタ自動車東日本・トヨタ自動車（株）、矢崎総業（株）内の健康
　サポ－トル－ム・管理室及び診療所、特別養護老人ホ－ム内の診療所は、未記載


	救護所・避難所・市内病院等一覧
	区分
	施　設　名
	住所・電話番号
	診療科目

	
	歯
科

診
療
所
	さなだ歯科医院
	御宿字坂口1291-1 
☎997-2100
	歯・矯歯

	
	
	ハミング歯科
	茶畑28-1 ☎995-0033
	歯・矯歯

	
	
	ベルの木歯科
	深良777-7☎992-7777
	歯・矯歯・小歯

	
	
	飯塚歯科医院
	茶畑字境川952-6

☎993-1077
	歯

	
	
	うさぎ歯科
	葛山767-2☎997-5918
	歯

	
	
	小川歯科医院
	佐野824-3☎993-3200
	歯

	
	
	梶歯科医院
	石脇111-9 ☎994-1344
	歯・矯歯・小歯

	
	
	カシワ木歯科医院
	茶畑256-4☎993-6108
	歯

	
	
	しおみ歯科医院
	平松521-2☎992-0202
	歯・矯歯・小歯

	
	
	歯科クリニック　みよし
	佐野1089 ☎994-1900
	歯

	
	
	しぶやデンタルクリニック
	平松546-7☎995-4618
	歯・矯歯・小歯
・歯外

	
	
	鈴木歯科医院
	平松624-2☎993-5151
	歯・矯歯・小歯

	
	
	スマイル歯科医院
	深良3066-5☎997-1610
	歯・小歯

	
	
	なかじま歯科医院
	伊豆島田819-4ルインズ
ワタナベ１Ｆ ☎995-1000
	歯・小歯

	
	
	中原歯科医院
	佐野850 ☎993-3300
	歯

	
	
	服部歯科医院
	佐野1069-2☎992-0011
	歯

	
	
	ひだまり歯科クリニック
	佐野919-1☎955-7827
	歯・矯歯・小歯
・歯外

	
	
	ホワイト歯科医院
	御宿字榎田36-1 
☎997-4071
	歯・矯歯・小歯
・歯外

	
	
	松本歯科医院
	千福が丘1-10-35 
☎993-8711
	歯・小歯

	
	
	室伏歯科医院
	公文名220-3 
☎992-2439
	歯

	
	
	わたなべ歯列矯正クリニック
	平松456-1 リヴィエール
101　☎993-9350
	矯歯


※　診療科目略称

	内
	内科
	麻
	麻酔科
	精
	精神科
	呼
	呼吸器科

	胃
	胃腸科
	循
	循環器科
	小
	小児科
	外
	外科

	整
	整形外科
	脳神外
	脳神経外科
	皮
	皮膚科
	ひ
	ひ尿器科

	こう
	こう門科
	産婦
	産婦人科
	産
	産科
	婦
	婦人科

	眼
	眼科
	耳
	耳鼻咽喉科
	リハ
	リハビリテーション科
	放
	放射線科

	心内
	心療内科
	アレ
	アレルギー科
	消
	消化器科
	消内
	消化器内科

	消外
	消化器外科
	胃内
	胃腸内科
	漢内
	漢方内科
	肛外
	こう門外科

	呼内
	呼吸器内科
	歯
	歯科
	矯歯
	矯正歯科
	小歯
	小児歯科

	歯外
	歯科口腔外科
	ひ（透）
	泌尿器科（人工透析）
	形
	形成外科
	循内
	循環器内科



[image: image1]
【情報入手等手段】
	情報入手等手段

	区　　分
	手段（媒体等）
	備考等

	行政等からの

情報入手
	同報無線（防災行政無線）
	

	
	電話・ＦＡＸ
『裾野市役所危機管理課』連絡先
TEL:055(995)1817
FAX:055(992)4447
	

	
	メ－ル
	緊急速報メ－ル（エリアメ－ル）
	※避難等必要エリア

　内に所在

	
	
	マモメ－ル
	※登録者

	
	ＳＮＳ
	ＬＩＮＥ
	※登録者（市LINE）

	
	
	フェイスブック、ツイッタ－等
	※登録者

	
	市ホ－ムぺ－ジ（ウェブサイト）
	

	
	Ｌアラ－ト
	地上デジタル放送

	
	広報車・人員の巡回・訪問による通報等
	

	マスメディア等からの情報

入手
	テレビ
	

	
	ラジオ
	

	
	新　聞
	

	
	コミュニティＦＭ・ボイスキュ－等
	



◎　今回作成した計画は、「災害発生時の主要な行動」、特に初動に関する準拠等に焦点
　を当てて作成したが、今後内容の具体化と段階区分毎の作成等、計画的に逐次内容を
充実していく着意が必要である。
	段階区分
	内　容　等
	備　考

	①　平常時
	□　防災訓練、避難訓練（情報収集・共有・伝達
訓練を含む。）
□　活動体制の整備
□　連絡体制の整備
□　防災マップの作成
□　避難路の確認
□　指定緊急避難場所、指定避難所等の確認
□　要配慮者の保護等地域で大切な事の整理
□　食糧等の備蓄
□　救助技術の取得
□　防災教育等の普及啓発活動
	※　消防団、
各種地域団
体、ボラン
ティア等と
の連携

	②　災害警戒時
	□　情報収集・共有・伝達
□　連絡体制の整備
□　状況把握（見回り・住民の所在確認等）
□　防災気象情報の確認
□　避難判断、避難行動等
	

	災害発生時
	③　応急対
　策時
※今回作成
　した部位
だが、今後
更に内容を
充実
	□　身の安全の確保
□　出火防止、初期消火
□　住民間の助け合い
□　救出及び救助
□　率先避難、避難誘導、避難の支援
□　情報収集・共有・伝達
□　物資の仕分け・炊き出し
□　避難所運営、在宅避難者への支援
	

	
	④　復旧・
　復興時
	□　被災者に対する地域コミュニティ全体での
支援
□　行政関係者、学識経験者等が連携し、地域の
理解を得て速やかな復旧・復興活動を促進
	


【参考】　「地区防災計画」作成について
地区防災の考え方の転換
平成23年3月に発生した東日本大震災では、地震・津波によって市町村の行政機能が麻痺してしまい、地域住民における自助、地域コミュニティにおける共助が重要な役割を果たしました。
東日本大震災での経験を踏まえ、今後、発生が危惧されている南海トラフ巨大地震等の大規模災害に備え、自助・共助の役割が高まっています。（下記図参照）
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このような状況を踏まえ、平成25年６月に災害対策基本法が改正され、市町村の一定の地区内の住居者及び事業者（地区居住者等）による自発的な防災活動に関する「地区防災計画制度」が創設されました。
　地区防災計画は、地区居住者などが自分たちで計画を決める点が最大の特徴です。作成した地区防災計画は市の防災会議に提案し、内容の要否が判断された上で「裾野市地域防災計画」に盛り込まれます。
　これらを踏まえ、市では、それぞれの地区の特性を踏まえた自主・自律的な「地区防災計画」の作成を促進することを目的として「地区防災計画作成手引き」を定めました。
地区防災計画とは
　地区居住者などが自発的に行う防災活動の計画を記したものです。自分たちで地区防災計画を定めることには難しさを感じるかもしれません。しかし、地区の特性を最もよく知っているのは、ほかでもない居住者の皆さんです。自分たちの命と地区を守るためにも、地区防災計画の作成に積極的に取り組みましょう。
■地区防災計画の３つの特徴
1 地域コミュニティが主体となって作成する計画
地区防災計画では、地区の特性を知る居住者や事業者が、主体かつ協働で作成するものです。計画の作成を通じて、地区に住む交流や連携が進み、地域の活性化も図れます。
2 地区の特性に合わせて作成する計画
地区防災計画では、自分の住む地区に合わせて作成する計画です。地区によって、自然の特性や災害特性も異なるので、それらを踏まえた計画を作成することがポイントとなります。
3 継続的に地域防災力を向上させる計画
地区防災計画は1回つくったら終わりではありません。地区居住者などは、定期的に見直しを行い、継続していくことが重要です。
地区防災計画の項目例【地区防災計画ガイドライン（内閣府）】
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上記の項目例をベースの、自分たちの地区に合った計画をつくりましょう！！
写真貼付











写真貼付





※　自主防災組織は、基本的に


会長・班長等を中心とした


組織体制であり、概ね図の


とおりとなっています。


あくまで例ですので、各区


の体制図が既にあればそれを


活用（記載）してください。





※　指定避難


所の開設・


運営に参加


★指定避難所運営


本部要員





※防災活動等に関する指揮・統制を誰が執るかは、区の


特性に応じて決定する





※　指定避難所の


開設・運営に参加


★指定避難所運営本部要員





※　指定避難所の


開設・運営に参加


★指定避難所運営本部要員





◎　下線部位の活動


は、地区活動及び指


定避難所の活動とも


に実施





※　指定避難所の


開設・運営に参加


★指定避難所運営本部要員





※　指定避難所の


開設・運営に参加


★指定避難所運営本部要員





◎　下線部位の活動


は、地区活動及び指


定避難所の活動とも


に実施





地震（災害）発生





身の安全の確保（シェイクアウトの実施）





身の周りの状況確認（揺れが収まる）


①火元の確認　②家族の安全確認　③靴を履く　④出口の確保








◇　ガスの元栓閉める


◇　電気のブレ－カ－を落とす。





情報収集・隣近所の状況確認


①ラジオをつける！　②同報無線を聞く　③隣近所の被害状況確認９　②家族の安全確認　③靴を履く　④出口の確保








一時避難地（地区集会所・近傍公園等）に避難


→　地域で協力した自主防災活動





□初期消火　　□住民の安否確認　　　□救出・救助


□救護活動　　□高齢者等の避難支援　□避難所開設





地区集会所、公民館、駐車場等に


自主防災本部を設置





広域避難地（指定避難所）へ集合





指定避難所を開設


指定避難所避難生活活





自宅が無事・余震でも大丈夫か確認





自宅が焼失・全半壊





自宅で避難生活（在宅避難）





〇プライバシ—の保護可能


〇食料や毛布などの生活物資が


　備わっている。





★　避難所は、避難者（住民）による自主的な開設・運営を目指す。


　①　市が避難所を開設する場合は、市職員（広域避難地班）を配置


　②　指定避難所は、災害発生直後は、市職員が施設管理者や自主防災会、


避難者の協力を得て、応急的に避難所の運営を実施


　③　避難が長期化すると見込まれる場合は、自治会や自主防災会、地域地


震防災指導員、消防団、ボランティア等の協力を得るなどして、原則と


して避難者による自主的な運営に移行





※　市から自主防災会長等に


避難情報の電話連絡








同報無線（防災ラジオ）・メ－ル・


テレビほか





副会長が区避難場所等の


（　　　　）に参集





組（班）長に伝達





避難対象世帯に伝達





対象世帯は、避難行動開始





広域避難地（市指定避難所（　　　　　　）等）に避難


又は屋内安全確保





★　風水害時の特性は、台風等のように数日前から気象変化等の予測ができ、


　また、地震に比し避難も長期化しない状況が多いことから、指定避難所の


開設・運営は市職員（広域避難地班）が主に対応する場合が多い。


　ただし、長期化する場合は、地震同様、避難所運営本部を立ち上げ、自


主防災組織と避難者に運営を切り替えていく必要がある。





自主防災組織の活動は地域の特性に応じて修正して下さい。





※台風最接近及び避難が必要な状況が夜間・早朝に予想される場合は暗くなる前に避難情報を発表





※気象情報、避難情報に関する発表等のタイミングについては、事象によって異なります。





【自主防災会長等の望ましい行動】


◆　自家用車で避難（自己避難）不可能な世帯（人員）数を把握　


　※　特に、避難行動要支援者


◆　自家用車で避難（自己避難）不可能な世帯（人員）に対する集合場所（区集合


場所等）への移動を指示（可能であれば、支援・協力）


→　行政が避難のため準備する車両出発位置の明確化


◆　自家用車で避難（自己避難）不可能な世帯（人員）数・状況等を市及び警察・


消防等へ通報


◆　自己避難等


　　





対象世帯は、避難行動開始





避難対象世帯に伝達


（特に、避難行動要支援者）





自主防災組織内での


情報共有及び伝達





※　市から自主防災会長に


避難情報の電話連絡








同報無線（防災ラジオ）・メ－ル・


テレビほか





噴火警戒レベルの設定（噴火情報の発表）





「地区防災計画」内容等の充実
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